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令和5年12月13日～令和6年1月9日

12月 13 水
校長面談（２日目）
タイガーモブ 中村代表　来訪

14 木
北九州・筑豊地区公立小中学校校長人権・同和研究会研修会
（ユメニティのおがた）

15 金
直方市文化財有識者会議辞令交付式（直方市中央公民館）
校長面談（３日目）

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水
校長面談（４日目）
臨時校長会

21 木
校長面談（５日目）
鹿児島県 神村学園 秋元選手　市長訪問

22 金

23 土

24 日 福地小学校区　地域ふれあい餅つき大会

25 月

26 火 学校規模適正化検討委員会

27 水

28 木

29 金

30 土

31 日

1月 1 月

2 火

3 水

4 木

5 金 直方商工会議所 新春挨拶会（直方商工会議所）

6 土

7 日
直方市消防出初式（直方市消防本部前河川敷駐車場）
二十歳のつどい（ユメニティのおがた）

8 月

9 火 定例教育委員会

教育委員会行事報告



令和6年1月10日～令和6年2月13日

1月 10 水

11 木 １月定例校長会議

12 金 定例教育長会

13 土

14 日

15 月 市長面会(植木小のバスケットボールチーム(全国大会出場))

16 火 市長面会(国立民族学博物館准教授　広瀬　浩二郎氏)

17 水
徹底反復第２回学校訪問（直方南小）
市長表敬訪問(仏教連合会(図書購入費用寄附))

18 木 徹底反復第２回学校訪問（直方西小）

19 金 教育要望(県)

20 土 のおがた子どもアート大賞展(谷尾美術館)

21 日 新春書き初め大会表彰式(イオンモール)

22 月

23 火 徹底反復第２回学校訪問（直方北小）

24 水
徹底反復第２回学校訪問（上頓野小）
教組意見交換会（直方市中央公民館）

25 木 附属小倉小学校　長期研修員　最終報告会

26 金 文化財防火デー消防訓練(谷尾美術館)

27 土

28 日 第78回直鞍一周駅伝競走大会

29 月 徹底反復第２回学校訪問（下境小）

30 火 学力向上検証委員会

31 水 徹底反復第２回学校訪問（直方東小）

2月 1 木

2 金

3 土

4 日 直方文化連盟「新春懇話会」(エクセレントガーデン迎賓館)

5 月 徹底反復第２回学校訪問（福地小、植木小）

6 火

7 水
徹底反復第２回学校訪問（中泉小）
小中一貫教育推進本部会

8 木 教育長会

9 金
福岡県市町村教育委員会連絡協議会　役員会(博多サンヒルズ
ホテル)

議会3月
定例会告示

10 土

11 日

12 月

13 火 定例教育委員会

教育委員会行事予定



 

議案第２１号 

 

 

 

 

直方市学校規模適正化基本指針検討委員会の委員の任命について 

 

 

 

 

   直方市学校規模適正化基本指針検討委員会の委員の任命について、

別紙のとおり提案する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             令和 6年 1月 9日 

           直方市教育委員会 

教育長 山 本 栄 司    

 

 

提案理由 

 直方市教育委員会事務委任規則第２条第１０号の規定により提案するも

のである。 

 



定数 ７人以内

任期： 任命の日から令和６年３月３１日まで

選出区分 所　属 氏　　　　名 備　考

市内幼稚園園長 直方市私立幼稚園協会 大和　貴彦 大和幼稚園

直方市学校規模適正化基本指針検討委員会候補者名簿（案）

資料１



          令和５年度教育委員会告辞（小学校 卒業式）      資料2-1 

 

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。卒業証書を手にして、皆さんの心の中は、小

学校６年間の思い出と、これからの中学校進学へ向けた、喜びと希望で胸いっぱいになっている

ことかと思います。 

これから新しい環境へと旅立っていく卒業生の皆さんに、直方市教育委員会よりお祝いの言葉

をお伝えします。昨年の１０月、将棋の棋士である藤井聡太さんがタイトル戦で「王座」を獲得

し、８冠すべてのタイトルをとったことをニュース等で、知っている人は多いと思います。将棋

の８大タイトルすべてを同時に獲得した初めての棋士となりました。今日はそんな藤井聡太さん

の強さについてお話をします。 

藤井聡太さんは、みなさんが３歳になった年の２０１４年、小学６年生の時に史上最年少で将

棋の初段となり、中学生の時にはプロ棋士になりました。藤井聡太さんは子どものころから将棋

が強かったそうですが、はじめから特別な才能があったからなのでしょうか。聡太さんや周りの

人の言葉から、次の２つのことが彼の強さをつくったことが分かります。 

一つ目は、「負けず嫌い」なことです。聡太さんが小学校２年生の時、当時プロの中でもトッ

プクラスの成績だった谷川１７世名人に、ハンデをもらって勝負をしました。聡太さんが負けそ

うになった時、優しい谷川名人の方から引き分けが提案されました。すると聡太さんは将棋盤に

覆いかぶさって大泣きしたそうです。 

師匠の杉本八段は「悔しがること、あきらめの悪さは一つの力である」と言っています。聡太

さんは、負けたことから何が課題だったのか、次に向けて今後どう改善すればよいのかを必ず振

り返っているそうです。また、「才能とは、努力によって磨かれてくるもの」と考え、毎日将棋

の勉強を怠りませんでした。藤井聡太さんは、最初から強かったわけではなく、より強い人とた

くさん勝負し、負けず嫌いで次に勝つためにと、負けたことを振り返り学び続けることで成長し

続けたと言えるでしょう。 

二つ目は、「集中する力」です。藤井さんの棋士としての最大の強みは、長い時間集中して考

えられることです。その力は、将棋のプロ棋士という集中力と考える力が優れている人たちの中

でも、突出していると言われています。ひらめきや勘といった才能に頼るのではなく、集中して

考え続けることや、自分に不利な局面になっても可能性が少しでもある限り、あきらめず考え抜

く姿勢が強さへとつながっているそうです。 

みなさんは４月から中学生となります。新しい環境、新しい友人、新しい学びなどたくさんの

出会いがあります。そのような中で、うまくいくこともあれば、うまくいかないこともあるでし

ょう。うまくいってもいかなくても、その結果を受け止めて、そのとき自分のできることに全力

で取り組むことを大切にしてください。「あきらめることなく、集中して考え抜く力」はきっと

これからの人生であなたたちを成長させる大きな力になってくれることでしょう。これまでの学

びを胸に、自分に自信を持ち、これまで以上に輝いてほしいと思います。期待しています。 

結びに、保護者の皆様には、お子さまのご卒業を心よりお祝い申し上げますとともに、長い

間、物心両面にわたり、本校にお寄せいただきました温かいご支援、ご協力に対し、心から感謝

申し上げます。さらに、入学以来、熱心にご指導にあたられました校長先生をはじめ、職員の皆

様に深く敬意を表しますとともに、卒業される皆さんの前途を祝し告辞といたします。 

 

令和６年３月１２日 令和６年３月１３日  

直方市教育委員会 

3/12（火） 西、新入、上、下、中泉 
3/13（水） 南、北、感田、福地、植木、東 

藤井聡太 「「あきらめることなく、集中して考え抜く力」      



                               資料 3 

直方市学校規模適正化基本指針検討委員会 会議次第  
 

日時：令和５年１２月２６日（火）１４時３０分～ 
場所：直方市役所８階 ８１０会議室 

 
 

１．開会 
 
２．委嘱状交付 
 
３．教育長挨拶 
 
４．議事 

(1)諮問  
  (2)事務局説明 

(3)協議 
 
５．日程調整 
 
６．閉会 



学校規模適正化
について

2023.12.26学校規模適正化基本指針検討委員会

資料4



0.確認

1.小・中学校のクラス数、児童・生徒数

2.諮問委員会について

・2段階の考え方

3.情報共有

・学校規模によるメリット、デメリット

・教職員アンケート

2

学校規模適正化について

2023/12/26



なぜ、規模適正化に取り組むのか？

⇒「こどものために」
直方市として、こどものためにどのような教育
を目指すのか

0.確認 1/6

×学校の数を減らす

×財政が厳しいから

×議会からの要望

〇教育条件の改善

〇学校教育の目的実現

〇地域の未来の担い手

32023/12/26

学校規模適正化 ≠ 学校統廃合

前提条件、構想：一切なし



2023/12/26 4

0.確認 直方市2/6



〇教育的な観点
義務教育段階の学校の果たす役割

「児童生徒の能力を伸ばしつつ、社会的自立の基礎、国家・社会の形成者としての
基本的資質を養うこと」
単に教科等の知識や技能を習得させるだけではなく、集団の中で多様な考えに触れ、認め合い、協力し
合い、切磋琢磨することを通じて、思考力や表現力、判断力、問題解決能力を育み、社会性や規範性を
身に着けさせることが重要

そうした教育を十分に行うために、

一定規模の児童生徒集団が確保されていること、経験年数・専門性・男女比等のバランスがとれた教職
員が配置されていること、が望ましい。

⇒ 一定の学校規模を確保することが重要

〇地域コミュニティの核としての性格の配慮
学校は、児童生徒の教育のための施設であるだけでなく、防災・保育・地域の交流の場等、様々な機能
を併せ持っている。また、学校教育は地域の未来の担い手であるこどもたちを育む営みでもある

⇒ まちづくりの在り方と密接不可分である
（「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引き」

平成27年1月27日 文部科学省）

0.確認 3/6

5

適正化に関する基本的な考え方

2023/12/26



0.確認 4/6

6

直方市の「学校規模適正化」とは？

2023/12/26

法令上の学級数の「標準」
＝12学級以上18学級以下（小・中学校共通）

ただし、この「標準」は、
「地域の実態その他により特別の事情のあるときは、この限りではな
い」という弾力的なものとなっています。

⇒「適正規模」は、法令で定められているものではない

直方市における「適正規模」
＝直方市の実態にあった、直方市の子どもたちの学びの場
としてちょうど良い学校の規模のこと

であり、
直方市における「学校規模適正化」

＝直方市にとってちょうど良い学校の規模や学校の配置に
ついて検討し、児童生徒の教育条件を改善すること



■平成22年6月 通学区域審議会答申
「小規模校が複数存在する一中・三中・植木中校区については、それぞれ一つの小学校

に（1学級の児童数が30名前後、18学級程度）に再編することが望ましい」

□～平成25年3月 白紙撤回①
審議会答申に沿って、庁内の準備委員会で

「直方市立学校再編整備計画書」（＝たたき台）を作成

「一中校区の3小学校を統合し、一中の敷地内に施設一体型の小中一貫校を建設する」

⇔「地元」の反対を受け、白紙撤回

□～平成30年2月 白紙撤回②
教育委員会において、「平成25年直方市立学校再編基本方針」を作成

4条件（答申に合致、適地がある、地域の合意、財政的に可能）が整ったところから順次、

施設一体型小中一貫教育校を新設

「旧筑豊高校跡地に、小中一貫校を建設する」⇔財政上困難、との理由により白紙撤回

0.確認 5/6

7

直方市のこれまでの取り組み

2023/12/26



〇平成25年直方市学校再編基本方針の見直しについて

令和4年2月1日の庁議において、

「平成25年直方市立学校再編基本方針をベースに基本方針（案）を
作成すること」 とされていたが、

将来的な児童・生徒数の予測等を考慮し、現状に即しない部分も
あることから、抜本的に見直しを行うこと。

※令和4年8月31日 市長報告時に、確認

8

0.確認 6/6

平成25年直方市立学校再編基本方針

以下の4条件が整ったところから順次、施設一体型小中一貫校を新設

・直方市立学校通学区域審議会の答申に合致すること

＝一中校区、三中校区、植木中校区については、それぞれ1つの小学校に

・学校建設の適地があること

・地域の合意が整うこと

・財政的に可能なこと
2023/12/26



2023/3/23 9

1.小・中学校のクラス数、児童・生徒数 1/3

南小 北小 西小 新入小 感田小 上頓野小 下境小 福地小 中泉小 植木小 東小

通常学級 6 12 6 12 18 18 9 6 6 12 9

知的学級 0 1 1 2 2 2 2 1 1 1 2

情緒学級 1 2 1 3 5 3 2 1 1 3 3

児童数 98 341 123 342 607 495 244 110 79 276 273

6 12 6 12 18 18 9 6 6 12 90 1 1 2 2 2 2 1 1 1 21 2 1 3 5 3 2 1 1 3 3
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2023/3/23 10

1.小・中学校のクラス数、児童・生徒数 2/3



2023/3/23 11

1.小・中学校のクラス数、児童・生徒数（予測）3/3
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学校規模適正化基本指針検討委員会
地方自治法第138条の4第3項の規定に基づき、設置される附属機関

附属機関とは
執行機関からの諮問を受けて、審議・調査等を行い、答申を行う。

附属機関には、最終的な意思決定をする権限はない。

附属機関への諮問、答申を受けて、
→執行機関である教育委員会で意思決定を行う

答申の採否は、執行機関の裁量

教育委員会での意思決定のために、
附属機関への諮問・答申、パブコメ等がある

12

2.諮問委員会について 1/2

2023/12/26



2.諮問委員会について 2/2

①「直方市の目指す教育」
直方市教育大綱、教育基本法・・・

②「直方市が考える学校の適正規模」
①を実現させるために「適正規模」を決定

・・・学校規模適正化基本指針検討委員会に諮問の上、教育委員会で決定

（ 1学年●学級、〇〇名の児童・生徒数）

③直方市の適正校数

学校規模適正化基本指針検討委員会の答申
、人口予測等を基に、適正校数を決定

④学校の配置
・・・附属機関Ⅱに諮問の上、教育委員会で決定

（小学校●校、中学校●校、川西に〇校）
13

2段階の考え方

2023/12/26



2023/12/26 14

3.情報共有 学校規模によるメリット、デメリット

小規模校におけるメリット

公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引 34頁



2023/12/26 15

3.情報共有 学校規模によるメリット、デメリット

大規模校における課題

公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引 14頁



◎アンケートの概要

アンケートの主な目的
直方市学校規模適正化基本指針の検討のために基礎資料とし

て使用する。
直方市の子どものために、直方市にとってちょうど良い学校

規模を検討するために、学校現場の教職員の方の教育環境に関
する意識や考え方を把握する。
学校規模やクラス規模の、勤務経験や担任経験によって、意

見に差異が生じるか、またどのような差異が生じるか、分析を
行う。

教職員向けアンケート調査
（１）実施時期 令和5年10月23日から令和5年11月10日
（２）対象 市立小中学校の教職員
（３）回答数 ２９４名
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◎アンケートの概要 
 

アンケートの主な目的 

 直方市学校規模適正化基本指針の検討のために基礎資料として使用する。 

 直方市の子どものために、直方市にとってちょうど良い学校規模を検討するために、学校現場

の教職員の方の教育環境に関する意識や考え方を把握する。 

 学校規模やクラス規模の、勤務経験や担任経験によって、意見に差異が生じるか、またどのよ

うな差異が生じるか、分析を行う。 

 

教職員向けアンケート調査 

（１）実施時期  令和 5 年 10 月 23 日から令和 5 年 11 月 10 日 

（２）対象    市立小中学校の教職員 

（３）回答数   ２９４名 

 

このアンケートにおける言葉の定義 

「小規模校」＝11 学級以下（通常学級） 

「標準規模校もしくは大規模校」＝12 学級以上（通常学級） 

「小規模クラス」＝20 人以下 

「標準規模以上クラス」＝21 人以上 

 

直方市立小・中学校の「小規模校」 

南小、西小、下境小、福地小、中泉小、東小 

一中、三中、植木中 

 

直方市立小・中学校の「標準規模校もしくは大規模校」 

北小、新入小、感田小、上頓野小、植木小 

二中 
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現在の学校別学級数（令和 5 年１０月 1 日時点） 

 

 

 

南小 北小 西小 新入小 感田小 上頓野小 下境小 福地小 中泉小 植木小 東小

通常学級 6 12 6 12 18 18 9 6 6 12 9

知的学級 0 1 1 2 2 2 2 1 1 1 2

情緒学級 1 2 1 3 5 3 2 1 1 3 3

児童数 98 341 123 342 607 495 244 110 79 276 273

6 12 6 12 18 18 9 6 6 12 90 1 1 2 2 2 2 1 1 1 21 2 1 3 5 3 2 1 1 3 3
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小学校 クラス数 児童数（2023.10.1時点）

通常学級 知的学級 情緒学級 児童数

一中 二中 三中 植木中

通常学級 7 18 10 6

知的学級 1 2 1 1

情緒学級 1 2 2 1

聴覚学級 0 1 0 0

児童数 239 687 383 218

7 18 10 61 2 1 11 2 2 10 1 0 0
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中学校 クラス数 生徒数（2023.10.1時点）

通常学級 知的学級 情緒学級 聴覚学級 児童数
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問１～問 3：【回答者の属性】 

■勤務している学校 

（小学校） 

 

（中学校） 

 

 

■年齢 

 

 

■勤務経験 

（学校規模） 

 

（担任経験） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南
小学校

北
小学校

西
小学校

新入
小学校

感田
小学校

上頓野
小学校

下境
小学校

福地
小学校

中泉
小学校

植木
小学校

東
小学校

合計

7 22 5 22 26 26 23 7 14 17 18 187

第一
中学校

第二
中学校

第三
中学校

植木
中学校

合計

22 41 25 19 107

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上 総計
83 70 43 74 24 294

「小規模校」でのみ
「標準規模校
もしくは大規模校」でのみ

両方での勤務経験がある 総計

50 80 164 294

「小規模クラス」
でのみ

「標準規模以上クラス」
でのみ

担任の経験はない 両方での担任経験がある 総計

15 138 37 104 294
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現在の勤務学校のこと 

問 4：現在勤務している学校の規模について、どう感じていますか。 

クラス数についての感じ方をお答えください。 

（小学校・中学校） 

 

（小学校） 

 

学校規模（クラス数）についての感じ方－現在の勤務校との関係 

 

●同じ「小規模校（11 学級以下）」勤務の教職員でも、学校毎に感じ方の違いがあります。 

 

 

小さいと感じる 大きいと感じる 適正だと感じる 総計
現在勤務している学校の規模について 56 77 161 294

小さいと感じる 大きいと感じる 適正だと感じる 総計
現在勤務している学校の規模について 35 39 113 187
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（中学校） 

 

学校規模（クラス数）についての感じ方－現在の勤務校との関係 

 

 

●同じ「小規模校（11 学級以下）」の一中・三中・植木中について、 

 一中と三中の教職員の感じ方は共通しており、植木中の教職員の感じ方は異なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小さいと感じる 大きいと感じる 適正だと感じる 総計
勤務している学校の規模について 21 38 48 107
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問 5：クラス規模のこと 

小学校の 1 クラスの人数はどの程度が望ましいと思いますか。 

 

    

 

 

 

 

 

 

●小学校の教職員が思う「小学校の望ましい 1 クラスの人数」は、21～25 人が圧倒的に多い

のに対し、中学校の教職員が思う「小学校の望ましい 1 クラスの人数」は、21～25 人・26～

30 人が同数程度となっており、小学校の教職員と中学校の教職員の間で違いがあります。 

 

 

11～20人 21～25人 26～30人 31～35人 総計
小学校の望ましい1クラスの人数 37 171 77 9 294

小学校の望ましい1クラスの人数（小学校の教職員の回答） 11～20人 21～25人 26～30人 31～35人 総計
「小規模クラス」でのみ担任経験がある 5 5 10
「標準規模以上クラス」でのみ担任経験がある 7 55 14 1 77
担任の経験はない 1 11 10 22
両方での担任経験がある 15 51 12 78
総計 28 122 36 1 187

小学校の望ましい1クラスの人数（中学校の教職員の回答） 11～20人 21～25人 26～30人 31～35人 総計
「小規模クラス」でのみ担任経験がある 1 2 1 1 5
「標準規模以上クラス」でのみ担任経験がある 6 30 21 4 61
担任の経験はない 6 7 2 15
両方での担任経験がある 2 11 12 1 26
総計 9 49 41 8 107
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中学校の 1 クラスの人数はどの程度が望ましいと思いますか。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

●小学校の教職員が思う「中学校の望ましい 1 クラスの人数」は、21～25 人・26～30 人が

共に多いのに対し、中学校の教職員が思う「中学校の望ましい 1 クラスの人数」は、26～30

人が圧倒的に多くなっており、小学校の教職員と中学校の教職員の間に違いがあります。 

 

 

 

11～20人 21～25人 26人～30人 31人～40人 総計
中学校の望ましい1クラスの人数 12 91 174 17 294

中学校の望ましい1クラスの人数（小学校の教職員の回答） 11～20人 21～25人 26人～30人 31人～40人 総計
「小規模クラス」でのみ担任経験がある 2 4 4 10
「標準規模以上クラス」でのみ担任経験がある 1 29 43 4 77
担任の経験はない 6 15 1 22
両方での担任経験がある 5 33 36 4 78
総計 8 72 98 9 187

中学校の望ましい1クラスの人数（中学校の教職員の回答） 11～20人 21～25人 26人～30人 31人～40人 総計
「小規模クラス」でのみ担任経験がある 3 2 5
「標準規模以上クラス」でのみ担任経験がある 3 11 45 2 61
担任の経験はない 2 8 5 15
両方での担任経験がある 1 3 21 1 26
総計 4 19 76 8 107
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問 6：小規模クラス（20 人以下）の教育活動について 

（あなたの考えに近いもの１つを選択） 

 

 
 

●一般的に、「小規模クラスのデメリット」と言われているものですが、考え方に違いがありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そう思わない あまり思わない どちらでもない 少し思う そのとおりと思う 総計

7 6 10 70 201 294

2.4% 2.0% 3.4% 23.8% 68.4% 100.0%

4 7 23 90 170 294

1.4% 2.4% 7.8% 30.6% 57.8% 100.0%

6 11 30 75 172 294

2.0% 3.7% 10.2% 25.5% 58.5% 100.0%

9 19 54 104 108 294

3.1% 6.5% 18.4% 35.4% 36.7% 100.0%

6 6 44 115 123 294

2.0% 2.0% 15.0% 39.1% 41.8% 100.0%

10 13 90 97 84 294

3.4% 4.4% 30.6% 33.0% 28.6% 100.0%

19 33 57 118 67 294

6.5% 11.2% 19.4% 40.1% 22.8% 100.0%

75 81 67 56 15 294

25.5% 27.6% 22.8% 19.0% 5.1% 100.0%

38 60 49 120 27 294

12.9% 20.4% 16.7% 40.8% 9.2% 100.0%

60 62 58 85 29 294

20.4% 21.1% 19.7% 28.9% 9.9% 100.0%

56 49 93 67 29 294

19.0% 16.7% 31.6% 22.8% 9.9% 100.0%

クラブ活動や部活動の種類が
限定される

運動会・学習発表会等の集団活動・行事の
教育効果が下がる

体育科の球技や音楽科の合唱・合奏等の集団活動の
実施に制約が生じる

クラスでの班活動やグループ分けに
制約が生じる

児童生徒の問題行動にクラス全体が
影響を受けやすい

地域の協力が得やすく、地域の教育資源を
生かした教育活動がしやすい

 一人一人の状況を把握しやすく、
きめ細かな指導を受けやすい

意見や感想を発表できる機会が
多くなる

運動場や体育館、特別教室などが
余裕をもって使える

異年齢での学習活動を
組みやすい

体験的な学習や校外学習を機動的に
行うことができる
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問７：小学校の学級数 

小学校の 1 学年の学級数はどの程度が望ましいと思いますか。 ※普通学級 

国の定める法令上、小学校の学級数は「1 学年あたり 2～3 学級（1 学校あたり 12～18 学級）

を標準とする」となっています。 

 

 
 

1 学級が望ましいと思う一番大きな理由 

 

 

2～3 学級が望ましいと思う一番大きな理由 

 

（その他）の理由 

・異なる視点から教育活動を考えることは必須であると考え複数学級が望ましいと考えます。4 学級以上もか

まわないと思いますが、学年の人数が 150 程度になるような調整が望ましいのではないかと個人的には思

います。 

・若い先生が増えているので、一学級だと何をどうしていいのか、分からない事があると思う。経験した人と

一緒にする方が、楽かなと思う。しかし、嫌な同学年は、困るけど?? 

・同学年で授業進度や学習形態など、相互に確認しながら進めることができる。 

 

4 学級以上が望ましいと思う一番大きな理由 

 

 

1学級 2～3学級 4学級以上 総計

7 273 14 294

2.4% 92.9% 4.8% 100.0%

小学校の1学年の学級数はどの程度が
望ましいと思いますか。

一人一人の状況を
把握しやすく、き
め細かな指導を受
けやすい

意見や感想を発表
できる機会が多く
なる

運動場や体育館、
特別教室などが余
裕をもって使える

異年齢の学習活動
を組みやすい

体験的な学習や校
外学習を機動的に
行うことができる

異学年間の交流機
会が多くなりやす
い

地域の協力が得や
すく、地域の教育
資源を生かした教
育活動がしやすい

家庭や地域の環境
などが把握しやす
いため、保護者や
地域と連携しやす
い

その他 総計

1学級が望ましいと思う一番大きな理由
をお答えください。

5 1 0 0 0 0 0 1 0 7

児童生徒や教員と
の人間関係に配慮
した学級編成がで
きる

クラス替えを機会
とした新たな人間
関係を構築する力
を身につけられる

クラス替えを契機
として児童生徒が
意欲を新たにする
ことができる

学級同士が切磋琢
磨する環境を作る
ことができる

児童生徒の学級を
分けることできめ
細かな指導ができ
る

その他 総計

2～3学級が望ましいと思う一番大きな
理由をお答えください。

128 72 21 23 26 3 273

児童生徒や教員と
の人間関係に配慮
した学級編成がで
きる

クラス替えを機会
とした新たな人間
関係を構築する力
を身につけられる

クラス替えを契機
として児童生徒が
意欲を新たにする
ことができる

学級同士が切磋琢
磨する環境を作る
ことができる

児童生徒の学級を
分けることできめ
細かな指導ができ
る

その他 総計

4学級以上が望ましいと思う一番大きな
理由をお答えください。

3 5 2 2 2 0 14
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問８：中学校の学級数 

中学校の 1 学年の学級数はどの程度が望ましいと思いますか。 ※普通学級 

国の定める法令上、中学校の学級数は「1 学年あたり 4～6 学級（1 学校あたり 12～18 学級）

を標準とする」となっています。 

 
1 学級が望ましいと思う一番大きな理由 

 

 

2～3 学級が望ましいと思う一番大きな理由 

 

（その他）の理由 

・異なる価値観と子どもたちが出会うことが大切であると考えなるべく多くの大人が関われる体制が望まし

いと考えます。学年の人数が 150 程度になるような調整が望ましいのではないかと個人的には思います。 

・生徒数が多すぎると、移動するだけで時間を消費するから。 

・同学年で授業進度や学習形態など、相互に確認しながら進めることができる。 

 

4～6 学級が望ましいと思う一番大きな理由 

 

 

7 学級以上が望ましいと思う一番大きな理由 

 

1学級 2～3学級 4～6学級 7学級以上 総計

2 165 118 9 294

0.7% 56.1% 40.1% 3.1% 100.0%

中学校の1学年の学級数はどの程度が
望ましいと思いますか。

一人一人の状況を
把握しやすく、き
め細かな指導を受
けやすい

意見や感想を発表
できる機会が多く
なる

運動場や体育館、
特別教室などが余
裕をもって使える

異年齢の学習活動
を組みやすい

体験的な学習や校
外学習を機動的に
行うことができる

異学年間の交流機
会が多くなりやす
い

地域の協力が得や
すく、地域の教育
資源を生かした教
育活動がしやすい

家庭や地域の環境
などが把握しやす
いため、保護者や
地域と連携しやす
い

その他 総計

1学級が望ましいと思う一番大きな理由
をお答えください。

2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

児童生徒や教員と
の人間関係に配慮
した学級編成がで
きる

クラス替えを機会
とした新たな人間
関係を構築する力
を身につけられる

クラス替えを契機
として児童生徒が
意欲を新たにする
ことができる

クラス同士が切磋
琢磨する環境を作
ることができる

児童生徒の学級を
分けることできめ
細かな指導ができ
る

その他 総計

2～3学級が望ましいと思う一番大きな
理由をお答えください。

68 37 12 24 21 3 165

児童生徒や教員と
の人間関係に配慮
した学級編成がで
きる

クラス替えを機会
とした新たな人間
関係を構築する力
を身につけられる

クラス替えを契機
として児童生徒が
意欲を新たにする
ことができる

クラス同士が切磋
琢磨する環境を作
ることができる

児童生徒の学級を
分けることできめ
細かな指導ができ
る

その他 総計

4～6学級が望ましいと思う一番大きな
理由をお答えください。

49 25 11 24 9 0 118

児童生徒や教員と
の人間関係に配慮
した学級編成がで
きる

クラス替えを機会
とした新たな人間
関係を構築する力
を身につけられる

クラス替えを契機
として児童生徒が
意欲を新たにする
ことができる

クラス同士が切磋
琢磨する環境を作
ることができる

児童生徒の学級を
分けることできめ
細かな指導ができ
る

その他 総計

7学級が以上望ましいと思う一番大きな
理由をお答えください。

2 2 0 3 2 0 9
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問 9：小規模校（11 学級以下）の教育活動について 

（あなたの考えに近いもの１つを選択） 

 

 

 

問 10：小規模校（11 学級以下）の学校運営について 

（あなたの考えに近いもの１つを選択） 

 

 
 

 

 

 

 

そう思わない あまり思わない どちらでもない 少し思う そのとおりと思う 総計

6 10 59 92 127 294

2.0% 3.4% 20.1% 31.3% 43.2% 100.0%

8 19 58 105 104 294

2.7% 6.5% 19.7% 35.7% 35.4% 100.0%

6 14 37 107 130 294

2.0% 4.8% 12.6% 36.4% 44.2% 100.0%

11 21 75 96 91 294

3.7% 7.1% 25.5% 32.7% 31.0% 100.0%

11 16 69 102 96 294

3.7% 5.4% 23.5% 34.7% 32.7% 100.0%

12 25 89 93 75 294

4.1% 8.5% 30.3% 31.6% 25.5% 100.0%

26 33 64 129 42 294

8.8% 11.2% 21.8% 43.9% 14.3% 100.0%

58 73 88 63 12 294

19.7% 24.8% 29.9% 21.4% 4.1% 100.0%

37 54 67 111 25 294

12.6% 18.4% 22.8% 37.8% 8.5% 100.0%

46 57 100 68 23 294

15.6% 19.4% 34.0% 23.1% 7.8% 100.0%

27 31 55 124 57 294

9.2% 10.5% 18.7% 42.2% 19.4% 100.0%

45 56 65 87 41 294

15.3% 19.0% 22.1% 29.6% 13.9% 100.0%
クラス同士が切磋琢磨する教育活動ができない

 一人一人の状況を把握しやすく、
きめ細かな指導を受けやすい

意見や感想を発表できる機会が
多くなる

運動場や体育館、特別教室などが
余裕をもって使える

異年齢での学習活動を
組みやすい

体験的な学習や校外学習を機動的に
行うことができる

地域の協力が得やすく、地域の教育資源を
生かした教育活動がしやすい

クラブ活動や部活動の種類が
限定される

運動会・学習発表会等の集団活動・行事の
教育効果が下がる

体育科の球技や音楽科の合唱・合奏等の集団活動の
実施に制約が生じる

クラス替えがなく、多様な考え方に触れる機会が少なく
なりやすい

児童生徒の問題行動に全体が
影響を受けやすい

そう思わない あまり思わない どちらでもない 少し思う そのとおりと思う 総計

11 17 60 107 99 294

3.7% 5.8% 20.4% 36.4% 33.7% 100.0%

5 11 74 116 88 294

1.7% 3.7% 25.2% 39.5% 29.9% 100.0%

9 14 80 111 80 294

3.1% 4.8% 27.2% 37.8% 27.2% 100.0%

24 44 90 96 40 294

8.2% 15.0% 30.6% 32.7% 13.6% 100.0%

21 34 62 101 76 294

7.1% 11.6% 21.1% 34.4% 25.9% 100.0%

48 73 110 50 13 294

16.3% 24.8% 37.4% 17.0% 4.4% 100.0%

教職員1人あたりの負担が重くなり教材研究等の時間確
保が困難となる

教員と児童生徒の心理的距離が近くなりすぎる

教職員間の意思疎通、連絡調整が図りやすい

教員と児童生徒の関係性を築きやすい

家庭や地域の環境等が把握しやすいため、保護者や地域
と連携しやすい

経験年数や専門性、男女比等のバランスのとれた教員配
置が困難となる
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問 11：特に配慮すべきこと 

学校の適正な規模や配置の検討にあたり特に配慮すべきことは何ですか 

（3 つ以内にチェック） 

 

（その他）の記載 

・教職員の数 

・人員（教職員）の確保 

・教員の人数確保 

・地域の文化、学校の文化を壊さないこと 

・1 学級あたりの人数の適正化を図って欲しいです。問題は学級数ではなく、学級の人数が多かったり、少な

かったりすることです。地域の実情（厳しさ）を踏まえ、20 人前後にすべきだと考えます。 

・こどもたちに関わる教員数の確保、教員同士のノウハウの共有検討のシステム 

 

 

問 12：学校に期待されるもの 

今後、学校に期待される役割や機能のうち特に重要なものは何ですか 

（3 つ以内にチェック） 

 

（その他）の記載 

・児童生徒の心の支援、居場所づくり 

・防犯対策 インターホンや防犯ベルなど 

・学校を拠点とした「児童の成長」「保護者の豊かな生活」「教職員の働きがい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラス替えがで
きる程度の児童
生徒数の確保

1学級における児
童生徒数の確保

通学（距離・方
法）とその安全
性の確保

学校施設・備品
等の充実

学校と地域のつ
ながり

地域住民の意向 地域活動や防災
の拠点としての
役割

その他 総計

回答数 186 121 128 183 66 27 12 6 729

児童生徒が快
適に学べる環
境

地域の文化・
スポーツの活
動拠点

地域の防災拠
点

地域住民の活
動・交流拠点

児童生徒の放
課後の居場
所・活動場所

子育て支援の
拠点

高齢者福祉の
拠点

生涯学習活動
の拠点

その他 総計

回答数 274 60 52 53 74 56 6 53 3 631
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問 13：自由記述欄 

学校の適正な規模や配置の検討に関して、ご意見をお聞かせください 

（小学校） 

（北小） 

・学校が地域のコミュニティの拠点であることは、これからも変わらないと思います。直方市の街づくりの方

向性と合わせて、議論をしていただきたいです。また、再編される場合は施設、設備の更なる拡充を期待しま

す。現状は老朽化や同然あるべきインターホンの未設置など、課題が多いです。 

また、今後も学校現場の意見をしっかりと聞いていただきながら、議論をすすめてください。 

・小規模校と標準校、どちらにも勤務したことがありますが、ひとクラスの児童数が 25 人以上になると、教

員の負担感がかなり増しました。家庭との連携も難しく、児童との関係づくりも困難で、きめ細やかな指導が

できず、学級の荒れにつながりました。また、学力が低位の子どもたちへの指導も行き届きませんでした。教

員の数を増やし、ひとクラスの児童数を 25 人以下にすることを強く望みます。 

（西小） 

・小規模校のデメリットが、本当にそうだろうかと思う項目が多く、教育の効果が下がるとは考えていません。

また、制約が生じると書かれている項目に関しても、ほんの少しの工夫で解消できることが多いので、小規模・

大規模に関わらず個々の教員の力量の問題でもあると感じます。児童生徒数の減少に対しては、何かしら考え

ていく必要があることは、よく理解できますので、よりよい方向性を共に考えていければとは、思っています。 

・いただいた資料に小規模校のデメリットを例示されていますが、ほとんどが教員の質に大きく左右されると

ころだったので、非常に残念でした。個人的には統廃合も時代的に仕方ないかなと思っていましたが、このア

ンケートの聞かれかたでは納得できなくなりました。非常に残念です。 

・学校は地域の核となり得ると思う。学校は地域の文化を大いに反映していると思う。そのため、今の状態を

変えないでほしい。検討に関して、直方市民の声をしっかりと反映させてほしい。 

（感田小） 

・規模の違いは、教員にもとても影響があると思います。 

・今は、小中一貫教育や義務教育学校と称して９年間通してのカリキュラムを作成している学校も多いが、例

えば「小学校中学年から、教科担任制の導入」をしてみたり、「７月１日から１学期の終業式までは、日中熱

いので全児童家庭でのオンライン授業」に切り替えたりなどなどいわゆる「直方方式」と他の自治体から呼ば

れるような魅力ある（教育効果も）教育施策を行っていってほしいと思います。 

・１クラス 25 人未満、１学年２?３学級が適正だと思います。 

・１クラスの子どもの人数は、現在適正ではありません。少人数で、一人ひとりが安心して学べる環境にする

べきです。これまでの様に、同じことを同じようにできるようになることを教える時代ではありません。多様

性を尊重する教育を行うためには、大きな変革が必要です。子どもに投資をすべきです。そして、教員を増や

すべきです。よろしくお願いします。 

・子ども一人一人に寄り添えるようにするためには、教員の数が少なすぎる。学校規模に合わせるだけなく、

子ども達の個性に合わせて、配置を考えるべきだと思う。 

・担任 1 人での対応が困難な児童が増える中、きめ細かな対応をするため、1 学級の児童数を 24 人（3 号
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車４列）以下にしてほしい。もしくは、24 人に 1 人の担任を配置する。1 校に 1 人、専門家の配置をして

欲しい。経験の浅い教員が増えたり、児童や保護者との関係づくりに悩む教員が多かったりするので、専門家

による教員への適切な助言と、担任以外の第三者による保護者との関係作りが必要。 

・何度も重ねて意見しますが、学級数については何も思いません。1 学級あたりの人数が多すぎたり、少なす

ぎたりすることが課題だと捉えています。直方市に勤める 1 教員の立場としては、1 学級 21?25 人が限度

だと感じています。 

・目的が明確でないので、一概に適正規模を答えることが難しい。例えば、2 クラスぐらいが適正と単純に考

えても、直方市の現状では、統廃合をしないと実現できない学校が多数ある。適正規模にするために統廃合を

するかと言われると、適正規模のメリットよりも、統廃合のデメリットの方が大きくなる場合もある。したが

って、両者を同列に論じることはできない。 

・今 40 人学級の 6 年生を担任しているが、丸つけだけで相当な時間がかかる。段階的に 35 人学級にして

いくと言っているが、いつなるのかの見通しは全くないし伝わってこない。35 人でも十分多すぎる。昔はこ

うだった、という文言や考えはすぐに捨てて、今の学校現場を見て、子どもが置かれている状況を見て欲しい。

行政にしかできないことがあると思うので、アンケートをとるなら是非生かしてください。 

（上頓野小） 

・私は働くならば、1 学年 2 クラス以上の学校がいいと思っています。単学級の学校は何かと苦労しました。

人によるとは思いますが。 

・地域の人々、子どもたちの意見を重視したい。 

・所属校の学校規模は適正だと思うが、学校規模と学校施設がつり合っていないことにより様々な支障が生じ

ている。 

・弾力化の影響もあり、学校間での人数差が気になります。運用をやめてもいいと考えます。 

（下境） 

・学校規模によって様々な偏りがあるのは仕方ないが、どの教員もある程度満遍なく異動し、経験を積む必要

があると感じる。 

・周囲の自治体の動向なども参考に、進めていって欲しい。 

・３５人以上のクラスのについては、２クラスに分けるなどの配慮が必要。 

・子育てのしやすい環境、子どもたちが生活しやすい教育環境を整えていくことを一番に考えていくことが大

事だと思います。 

（福地） 

・自分自身、短学級で育ち不安や不満、不便さを感じることはなかった。近年では、多動傾向の児童や隠れ発

達障害の児童も増えている現状を考えれば 1 学級の人数を 20 人から 30 人位にできればよいかな。と個人

的には考えます。 

・学校は、子ども育成の場なので、安全で充実した教育活動が展開されることが第一だと思います。ただ、コ

ミュニティスクールの流れもあり、地域の学びや文化の拠点であることもとても重要だと思います。地域住民

は、現在の各学校に思い入れのある方も多いと思います。仮に学校数が減少することになったとしても、既存

の学校に吸収される形ではなく、お金はかかりますが、新たな施設を新設していく方法でないと難しいと思っ
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ています。 

（中泉） 

・どちらでもないという回答が多いのは、規模に関わらず、教職員の質の問題の方がとても大きいからです。 

・学校の実態に応じて検討していただきたいと思います。 

（植木） 

一学級の人数を減らし、適正な人数にすることは、とてもいいことだと思います。 

（東） 

・特にありません。 

・11 学級以下の学校でも、児童数が４０人をこえる学級もある（学級であり、学年でではない）。小規模校と

小規模クラスが混同しないようにしてほしい。また、学年によって人数に差があり、同じ学校でも 人数が多

い学年、少ない学年などがあります。小規模学校？小規模クラス？学校全体で考えているのか、学級単位でか

んがえているのか混同すると質問に答えにくい。 

・人数や世帯数もそうですが、地域の特色などにも配慮する必要があると思います。 

 

 

中学校 

（一中） 

・中学校では一学年３クラス・小学校では２クラス以上が適切な数で、一クラスの人数は、２５～３０人以下

が適当と考える。 

・家庭科担当です。１年生の裁縫実習で、1 クラス 35 名見ていますが、指導はなかなか大変です。これが、

20 人前後なら、生徒も教師もゆとりをもって実習に取り組めるかと思います。 

・現在、学級の人数が４０人ちかいの学級もあり、多いと感じます。少しでも減ればと思います。 

・教員の目が届く少ない人数のほうが、学力、生活など全般において生徒にかかわりやすくなり指導効果があ

がると思う 

（二中） 

・1 クラス 30?35 人くらいだと、教室が密に感じられないし、生徒の行動把握も落ち着いて取れると思い

ます。 

・１クラス 30 人学級で学年は３クラス程度が望ましいと思います。40 人学級は人が多く、教師の目が行き

届いていないと思います。十分な教室の広さも必要かと思います。学年に２クラスはクラス編成にどうしても

偏りが出て、人間関係でトラブルがあった生徒にとっては苦しいと思います。学校行事でも勝つか負けるかの

二択になるので、3 クラスはあった方が競争心も生まれて良いのではないかと思います。 

・令和の時代にあった形態を見出していく必要があると思います。 

・小規模であれば、生徒一人一人に目が行き届き、置き着いた環境で学習できると考えます。しかし、クラス

単位で行う行事などが寂しくなるかと思います。 

・適正な学級生徒数は、小学校時と中学校の時の数があまり違うと、環境が大きく変わり、良くないかもしれ

ない気がします。 
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（三中） 

・特になし 

・地域と共に防災、高齢者、地域との関わりを深める。生徒の把握は一クラス 40 名一学年 3 クラスが良い

と思います。 

・適正な規模にすることで、生徒に決め細かな支援ができ、人間関係づくりもできる。また、教職員の負担の

軽減にも繋がると思う。 

・弾力化で生徒が学校を選べる状況にあるので、少人数の学級が良ければそちらを選択すると思う。両者メリ

ットデメリットがあるので、市内一校くらいは小規模校があってもいいのではないかと思う。市内小学校は

100 名以下の学校もあるようなので、学校の維持管理に費用もかかることを考えれば、学校数の削減は必要

だと思います。 

・暑中一環に向けてのものなら、反対です。 

・一斉授業ではなく、生徒の個々の要望に応じた授業の割合を増やしていくべき。将来的には、学級という枠

組みが必要でなくなる可能性もあると思う。 

・校舎の規模に対して子どもの数が多すぎると、職員を多く配置したとしても場所が足りないので、様々な困

難が生じてしまいます。配慮が必要とする子どもたちの中には、学級集団とは別の教室を準備しないと登校で

きない子がいます。特別支援学級が増えていることも考慮したうえで、校舎に対して子どもの数が適正なのか

を判断していただきたいです。 

・直方市人権教育研究課題学習会でも研究課題として、あげられていたと思いますが、少人数学級編成をぜひ

お願いしたいと思います。 

・学級の生徒の人数を減らす。 

（植木中） 

・少人数がのぞましいが、それに伴い授業数が増えると、結果子ども達と関わる時間が減るかもしれない 

・教職員の年齢と男女のバランスも大切。小学校は発達段階として差がないので、教員が偏っていても仕方な

いが、中学校は運営上、教職員の年齢や男女のバランスは大切。 

・直方市の学校は職員室が 2 階にあるなど防犯上のあまり良いとは思えず。大変に段差が学校内にあって大

変危険である上、給食や物品の運搬など非常に不便である。何故このような設計になっているのか理解に苦し

む。玄関にどなたがきているかも把握できず防犯上も考えられないくらい危険。規模を大きくすればするほど

それに相応しい施設が必要ではないでしょうか。 

・弾力化については、思うところがあります。遠方からのため、通学のマナーなど、市がこれを容認している

実態はいかがなものかと思います。他の地区は越境をするのであれば、その手続きを踏んで来ているのもあり

ますし、校区外の小学校との連携に若干支障をきたしていると感じています。 

・地域によって教育活動に大きな差が生じることは、公教育の観点から避けてほしいと思います。同じ税金を

納める市民のなかで、恵まれた学校とそうではない学校が存在するのは不公平です。学校の独自性も必要です

が、通学区域の変更や統廃合、スクールバス導入などを広く議論すべきだと思います。 

・教員の負担が増えないようにしてほしいです。 

・実習の授業では、42 人クラスとなると教室も狭くなり、一人一人に丁寧にきめ細かな指導することができ
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ません。正直厳しい状態です。せめて 30 人程度のクラスにしていただければもっと、よりよい授業ができる

と思います。 

・中学校で各学年 3 クラスの学校でクラス替えを検討する際、困難を極める。人間関係の配慮を全ての生徒

で行わないといけない現状や不登校生徒の問題もあり、教員は重大な責任を負っている。 

単学級の小学校、学年 2 クラスの中学校は早く統合をするべきです。出来るだけたくさんの出会いの場をお

願いします。地域の方は反対されるようですが、子どもファーストで考えてください。お願いします。 

・ 

 

 


